


NTTデータ ケーススタディ

©2020 Synopsys, Inc. All rights reserved. Coverity は Synopsys, Inc. の登録商標です。その他の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

https://www.synopsys.com/jp/software

　Coverity を採用した決め手の一つは、ユニットテストで検出でき
るプログラミングエラーはもちろん、コピー＆ペースト時の修正ミ
スなどの検出を通じて、結合テストで初めて見つかるような業務ロ
ジックのエラーを発見できたことだ。将来的な全社展開を考えると、
C言語や Java はもちろん、Python など幅広い言語に対応している
こともポイントだった。

PoCで実証、プログラム品質向上に寄与した
Coverityの費用対効果
　一方で、大規模な更改プロジェクトでの導入となると、費用対効
果を示さなければ周囲の納得は得にくい。そこで茂呂氏は「C言語
で書かれたプログラムの品質をどれだけ高められるか」を示すため、
PoC（概念実証）を実施することにした。

　「C言語で書かれたプログラムを新しい環境に移行するとき最も
恐ろしいのが、CPUアーキテクチャの変更やOSのバージョンアッ
プによってメモリ回りの挙動が変わり、これまで動作していたプロ
グラムが止まってしまうことだ。この種の問題をどれくらい検出で
きるのか、Coverity で試すことにした」（茂呂氏）

　10個のバッチプログラムを対象に PoCを実施した結果、10個
のうち 6個のバッチプログラムがメモリ違反で停止してしまった。
Coverity で解析したところ、メモリ違反の原因となっている箇所を
全て検出できたという。「対象プログラムが10個だけなら人手によ
る試験でも見つけられますが、これが 100個、1000個と増えてい
っても迅速に検出するには、Coverity のようなツールが必要です」
と費用対効果を示し、導入にこぎ着けた。

　茂呂氏が率いる更改プロジェクトの開発環境は、パッケージリポ
ジトリ管理ソフトウェア「Nexus」や開発者間のコミュニケーショ




